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はじめに

本書初版は、２１世紀の社会の子どもたちの育ちにふさわしい保育環境を考えるテキ

ストとして２００６（平成１８）年に刊行しました。そして、２００８（平成２０）年度からの保

育所保育指針や幼稚園教育要領の改訂にあわせて第２版では一部新たな内容を加え、

おかげさまでこの１２年間毎年教科書として採用いただいてきました。この度、２０１８

（平成３０）年度からの幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教

育・保育要領の改訂や、教職課程コアカリキュラム、保育士養成課程等の見直しに関

する報告書に基づき、内容も新たに第３版として刊行することとなりました。最新の

考え方も入っています。そこで一部の筆者と編者に若手が加わることで、さらなるパ

ワーアップをはかることといたしました。

本書の特色は、これからの保育者に求められる専門性を考え、知識と同時に実践を

考えてもらう機会を増やすべく理論編と実践編に分けたことです。理論編では、領域

「環境」の基本的な考え方や、具体的な保育空間や状況でどのようにすることが環境

を構成することになるのかを理解できるようにしました。多様な観点から、さまざま

な場の環境についてのイメージを具体的にもっていただけるような章立てとしました。

読者の皆様に、実感をもって納得してもらえることを願って書きました。

実践編では、理論編で学んだことを踏まえ、実際に自分が保育者だったらどのよう

に考えるか、どのようにするかというように、事例を通して具体的に「環境」を考え、

受講生同士が語り合えるようなシミュレーション式のワークができる構成としました。

これからの社会に求められる保育者は、保育者養成校で教わった基本的な知識や技能

と資格を持つだけではなく、実際に出会うであろう各々の場面で、その知識を使って

子どもの心情を理解し、子どもに対してどのようにかかわるのか、どのように援助す

るのかを自ら考え、判断し、行動し、振り返り、学び続けていくことが重要です。医

者や弁護士と同じように、さまざまな事例から学ぶことで見識を深めるのが専門家の

学び方です。他者との対話を通して行動のレパートリーとして豊かな知恵袋を持って

いることが大切です。本書では、事例をまず一人で考えてもらえるようになっていま

す。そして受講生同士で話し合って演習に使用したり、園内研修の中で話し合ったり

するなど、主体的・対話的で深い学びのための教材として、広くいろいろな形で活用

し、環境についてさらに理解を深めてもらえることを期待しております。

「環境を通した教育」は日本の保育の基本です。なかでも領域「環境」は、他国に

はない独自領域であり、多様な環境について理解を深めることで、子どもの育ちの豊

かさを保障する大事な領域です。本書が、保育のおもしろさと豊かさを知る一助とな

れば幸いです。

２０１８年１月

編者を代表して 秋 田 喜代美
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保育において「環境」とは具体的に何を指すのだろうか。本章では、「子どもにとっ

ての環境」についての基本的な考え方と、なぜ領域「環境」が重要なのか、また保育

で環境をデザインするとは何をすることかを順に考えていきたい。

◆キーポイント◆

第１節 ● 子どもにとっての「環境」

1 日常と保育で使われる意味の違い

「環境」。この言葉からどのようなことをイメージされるだろうか。緑豊か

な自然環境、公害などの環境汚染、家庭環境など、さまざまな言葉が浮かぶ

かもしれない。「環境」という語を辞書（広辞苑）で引くと、「人間または

生物をとりまき、それと相互作用を及ぼしあうものとしてみた外界。自然的

環境と社会的環境とがある」と書かれている。この説明からは、子どもや私

たちをとりまいて外側にある世界全体を指すものととらえられるだろう。つ

まり、環境は、誰にとっても同じ共通する事物を意味しているととらえられ

る。これは、環境についての客観的な見方である。

しかし保育の専門家として、保育における「環境」について考えるときに

は、私たちの外側にあるもののなかでも、ある事物や場に子どもはどのよう

にかかわっているのか、子どもたちのくらしや遊び、学びにとって、その事

物や場はどのような機能や意味をもつものなのか、保育者は子どもに園でど

のような経験をしてもらいたいのかという点から、周りのものをみる見方、

子どもの気持ちや興味関心に寄りそった主観的見方、人とものとの関係や人

とのかかわりという間主観的見方で、環境を考えることが必要である。つま

り、環境は、園にいる子どもや保育者、保護者にとってある意味が与えられ

たときに初めて、保育の環境として機能することになる。子どもと周りの事

物や人が出会いつながったときに、それは環境として意味をもってくる。そ

の意味を問い、構成するのが、保育における「環境」の考え方である。

第 1 章
保育と環境
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2 意味のある関係としての環境

たとえば、壁面に花の写真が貼ってあるとしよう。それが子どもの目線の
ひ

高さにあり、子どもに何か心が魅かれるものがあったときには、その写真は

環境としての意味をもつだろう。園で咲いている花の拡大写真や、誰かの家

の花の写真、珍しい花や遠足で見つけた花の写真や、植えたときから成長し

花が咲くまでの過程の観察写真などの場合には、それに注目してとどまる子

どもがいるだろう。そして、そこにとどまっているその子どもの姿を見て、

他の子どももその写真に魅かれていくことになる。しかし、もし子どもの目

線では見えない高さに写真があったり、新学年が始まってからずっと貼られ

たままで誰もそれに目をとめなくなっていたりというように、貼られた位置

や時期が適切でない場合には、子どもにとって意味あるものではないので、

保育の環境とはなっていない。

同じように、「地域」を考えてみよう。「地域」は自分の住んでいる町や

場所を指す言葉である。そこにある町や店、図書館や施設などの場所を訪れ、

人やものと子どもの間に関係ができて初めて、そこに愛着が生まれ、意味あ

る空間となる。子どもにとってかかわりのある人やお店・公園などができた

り、散策していろいろな花や鳥がいることに気づいたり、おもしろい場所を

発見したりしたときに初めて、地域はその子にとって「環境としての地域」

になる。現在、戸外環境として、限られた園庭や代替地等の場合には、園庭

だけではなく「拡張された園庭」として、足しげく通う公園や広場なども大

事な環境となる。施設がそこにあるというだけではなく、興味関心のもてる

つながりを子どもとその施設の間につくる機会を、保育者が与えることが大

切なのである。ある５歳児担任の保育者は、進級し新たな仲間も加わったク

ラスで、園庭や地域に来る鳥や自然の写真を撮り、それでカードをつくって

同じ写真の子が同じグループになることを試みた。それによって子どもたち

は自然にその鳥や花をどこでみたか、なんという名前かなど身のまわりの自

然環境に関心をもち始め、戸外でも自分たちのグループの自然物や生き物に

特に愛着をもつようになっていった。このように、環境は、出会いの連鎖を

通してより深く子どもたちとつながっていくものである。

環境は、子どもや保育者が出会い、かかわり、つくり出した意味の網の目

のなかにある。新たな出会いの可能性をもった人や物、場のネットワークが

環境であるといえる。この意味で、子どもの周りに何か物があれば環境であ

るという考え方ではなく、子どもとともに、子どもとの間に環境は構成され

第１章�保育と環境
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3 保育環境の質を保障するために

ていくものと考えることが大切である。

「寒い、温かい、明るい、どんよりしている、なつかしいにおい、ひんや

りとしている」などの感覚、温度や光、天候、木々の香りなど、目には見え

なくても五感で感じとれる情報もまた、子どもたちにとっての重要な環境で

ある。子どもが何かのきっかけによって注意を向け、感じとるチャンスが与

えられることで環境になる。たとえば砂場の砂を考えてみよう。固まった状

態、湿った状態、掘り起こされてやわらかくなった状態、水が入れられた状

態など、園庭に砂場があるというだけではなく、砂の状態によって遊びは変

化してくる。したがって、子どもたちの遊びの展開を見ながら、どのような

状態を砂場に準備しておくのがよいかを考えることが大切になってくる。

このような意味で、保育者は育ちゆく子どもの状況、移り変わる事物の状

況に目を配り、時をとらえて子どもと事物との出会いの機会を準備する役割

を担っているといえる。

目の前の子どもの興味・関心や具体的な姿をとらえる「子どもの姿の読み

取り・評価」、それをもとに発達を見通し、こんなふうに伸びていくといい

なという「保育者の願い」が生まれる。そして、その実現のためにどのよう

な活動を展開すればよいかの「保育の構想・計画」が生まれ、子どもが主体

的にかかわりたくなるような「環境の構成」をデザインすることになる。さ

らに、そこでの子どもの姿から、こんな援助をすればもっと発展するかもと

いう思いが生まれ「環境の再構成」が生じる１）。このサイクルを通して環境

をデザインしていくことが、意味ある環境を具体的に生み出していく保育実

践になる。

� 環境を通しての教育

「環境を通しての教育」。保育においては、保育者は教育の意図を保育環

境のなかに埋め込み、子どもたちはその環境と出会っていくことが求められ

る。つまり、小学校以上での授業のように、教科書を使って言葉で説明して

教える教育とは教育方法の構造が基本的に異なり、子どもにとって出会うこ

とが望ましいと思われる環境を保育のなかに準備し、子どもたちがその環境

と出会い、主体的にかかわることを援助することが、保育における基本であ

る。そのために保育者は、子どもが主体的にかかわり選ぶことができるよう

な「適当な環境」（学校教育法２２条）を準備することが重要である。

第１部 基礎編―保育における領域「環境」の理解―
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保育は保育者という専門家が一定の時間子どもを預かって行う仕事である。

子どもの発達にとって必要で、ふさわしいと思える環境とのかかわりを偏り

なく経験させるために、子どもの発達や保育教材、保育方法などの専門的知

識を背景に、保育者が適当な環境を子どもとともに準備構成していく。

� 構造の質と過程の質

保育環境には、「構造の質」と「過程の質」という二つの面がある２）。「構

造の質」とは、空間の広さや間取り、配置、保育者と子どもの比率や学級の

人数、預かる時間など、園であらかじめ決まっている比較的不動の面である。

子どもが生活をするのに安全で、衛生的であること、大人の目が届き、さま

ざまな活動をするのに必要な広さの空間があることが保障されることが、ま

ずは保育の基盤となる。

そして「過程の質」とは、保育が進められていくなかで保育者と子どもと

のやりとり、子ども同士のやりとりがどのような形のものであるのか、空間

がどのように伸縮自在・柔軟に構成され、そこでどのような活動がどれぐら

い継続してなされているのか、個人的な日常のケアはどのように行われてい

るのかといった、子どもたちが直接経験する保育活動の質、その活動のため

に用意される可動する環境の質である。日々の保育環境を考えていくには、

この「過程の質」が子どもにとって意味あるものとなっているかを確かめて

いくことが大切である。

また「構造の質」と「過程の質」はそれぞれ独立ではなく、相互にかかわ

りあっている。たとえば、場は狭くてもそこでの工夫によってやりとりを深

めることも可能である。このような関係を支えているのが「志向性の質」、

その園の保育では何を大事にするのかということである。たとえば園庭での

遊びを考えたときに、グラウンドでの運動遊びを大事にしたいのか、自分の

身を守る危険予知や自己防業のスキルを育てたいのか、動植物や自然の探究

や水・砂・土の遊びを大事にしたいのかなどによって、その場の活用の仕方

は変わってくる。室内のイスや机の使用も、どのような保育方法でいかなる

活動を主活動にするかで変わってくる。そして、よりよい保育の可能性を職

員全員で振り返ってみようとするのが「モニタリングの質」と呼ばれる振り

返り評価の質となる。保育の質という視点から環境を見るときにも多様な視

点が考えられる３）。

� 教育課程や全体的な計画における領域「環境」

保育において、過程の質を保証するソフトウェアとして働くのが、教育課

第１章�保育と環境
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改善前には、この道は子どもたちがほとんど行かない場所であったが、さま

ざまな素材を置くことによって、子どもたちが歩きながら足の裏でいろいろ

な道の固さを感じたり、遊具を持ち込んだりして小さな子どもが落ち着いて

遊ぶ場へと変わった例である。そこに、環境をデザインし構成することのお

もしろさ、保育者の個性、園の個性が発揮される。そのため保育者は、「こ

れは変えることができない場所」「この場所でこのように使う物」と決めてか

からずに、柔軟な発想で、さまざまなものをさまざまな場や活動とつないで

考えてみることが大切である。

同じ場所、広さでもどこにどのようなものを配置するのかによって変わっ

てくる。絵本でも表紙がみえているのか、ただ並んでいるのか、乱雑にその

場所に置かれているのか。その並べ方が子どもたちの経験に影響を与えてい

く。子どもたちは、ものがどのように保育者やまわりの子どもたちによって

扱われているのかを見て、ものの扱いを学んでいく。環境から見て学ぶこと

の影響は大きい。

保育の場は、複数の子どもたちが一緒にさまざまな活動をする場である。

したがって、子どもたち相互の活動の動線を考え、それぞれの場に意味を与

えていくことも大切である。製作する場、動いて遊ぶ場、落ち着いて本を見

る場、集まる場などいろいろな場がある。固定されていることで安心してか

かわれるという面と、活動に応じて柔軟に伸縮自在の空間や時間をデザイン

することの両面を備えることが、子どもの活動の展開にふさわしい環境づく

りのために大切である。そしてその環境へと子どもたちの目を向けるための

つなぎ手となるのが、保育者である。

そこで次章からは、領域「環境」においてどのように保育者が環境をデザイ

ンし、かかわっていくことが必要かを、さらに具体的にみていくことにしよう。

●「第１章」学びの確認

�１９８９（平成元）年からの改訂ごとに、幼稚園教育要領では領域「環境」の文言は
どのように変わってきているか、変わっていないところはどこかを確認しまとめ

てみよう。

�発達にふさわしい室内環境として、乳児、３歳未満児、３・４・５歳児のそれぞ
れで大事にしたいことは何かを自分なりに考え、隣の人と話し合ってみよう。

●発展的な学びへ

�自然環境を豊かにするために、園の環境構成において大事なことを考えてみよう。
�自分の住む地域において、幼児が活用できる社会文化的環境としてどのようなこ
とがあるかを話し合ってみよう。

第１部 基礎編―保育における領域「環境」の理解―
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園庭にある植物がどのようなものか、年長の子どもたちと一緒に保育者も

よく見てみよう。見ているようで気づいていないことや知っているつもりで

知らない草花が多いことに気がつくだろう。園庭に実のなる植物やさまざま

な形の葉の木などがあることを発見したら、園庭マップを作成し皆でその発

見を共有できるよう一緒に見たり、掲示するのもよいだろう。

「ハートの形をしていて、葉っぱのふちがピンクなの、何の葉っぱか知っ

てる？」「スミレ？」「ブッブー、違います。どくだみでした」。園庭探検をし

た子どもが家に帰って、親子で交わした会話の一場面である。家庭との連携

にもつながっている。この時期にはこの花や実があると、保育者が知ってい

ると、いつ頃どのようにその実を活用しようか、花をつんでもよいことにし

ようかなど、予想をたてることができる。草木も大切な環境であり、教材で

ある。名前を教えることを目的にするのではなく、その草木をめぐってどの

ような活動が展開されるのかを考えることで、園庭をみる目も変わってくる

だろう。

そしてそのマップを活用した子どもたちの姿を記録すると、ドキュメン

テーションとして保護者と共有することができる。そのことによって園庭は

子どもたちや保育者にとってだけではなく、保護者にも共有されることにな

る。「その植物ならあそこにもありましたよ」といった地域の情報や家庭と

の連携も始まる。また園庭マップをもとに園庭についてどの場で何が行われ

ているのかをみてみることから、どのような活動を保障しているのかに気づ

くこともできる。こうした試みの一つひとつが室内外の環境をより豊かにす

ることにつながっていくだろう。

園庭探検とマップ

●○● コラム ●○●
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